
積水化学工業株式会社　滋賀栗東工場

滋賀県栗東市野尻７５

2022年4月1日～2023年3月31日

①事 業 の 種 類 Ｅ１８　プラスチック製品製造業

②事 業 の 規 模 製造品出荷額　　22,305百万円/年（2021年度）

③従  業  員  数 726名

④産業廃棄物の一連
　の処理の工程

別紙の通り

(日本工業規格　Ａ列４番)

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

計   画   期   間

様式第二号の八(第八条の四の五関係)

事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地

(第１面)

                                         　　　提出者

2022年6月8日

                                           　　  電話番号　　　　　077-553-0785

　　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
　その処理に関する計画を作成したので、提出します。

                                           　　　氏 名　積水化学工業株式会社　滋賀栗東工場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工場長　大元　正信

産業廃棄物処理計画書

  都道府県知事
　（市長）　　　　　　　　　 殿

                                           　　　住 所　　　　　滋賀県栗東市野尻７５



産業廃棄物の種類

排出量 － －

産業廃棄物の種類

排出量 － －

別紙「産業廃棄物の種類と排出量計画」の通り

①現状

②計画

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

特になし

汚泥、廃油、廃プラスチック、ガラス・陶磁器くず、木くず毎に
分別保管している

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

(第２面)

産業廃棄物の分別に関する事項

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（これまでに実施した取組）

（管理体制図）

・別紙の通り

②計画
（今後実施する予定の取組）

・製造効率の改善による廃棄物発生の抑制
・分別の徹底による廃棄物量の削減
・廃棄物のリサイクル活用検討

・製造効率の改善による廃棄物発生の抑制
・分別の徹底による廃棄物量の削減

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

【前年度（令和３年度）実績】

【目標】

別紙「産業廃棄物の種類と排出量」の通り



産業廃棄物の種類 － －

自ら再生利用を行った
産業廃棄物の量

－ －

産業廃棄物の種類 － －

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

－ －

産業廃棄物の種類 － －

自ら熱回収を行った
産業廃棄物の量

－ －

自ら中間処理により減
量した産業廃棄物の量

－ －

産業廃棄物の種類 － －

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

－ －

自ら中間処理により減
量する産業廃棄物の量

－ －

－

－

（今後実施する予定の取組）

（これまでに実施した取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

①現状

【前年度（令和３年度）実績】

②計画

【目標】

（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

【前年度（令和３年度）実績】

②計画

【目標】

－

（今後実施する予定の取組）

（これまでに実施した取組）



－

－

－

－

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

優良認定処理業者への
処理委託量

－

－

－

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

産業廃棄物の種類

別紙「産業廃棄物の種類と排出量」の通り

（第４面）

（これまでに実施した取組）

－

－

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

【前年度（令和３年度）実績】

産業廃棄物の種類 －

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った

産業廃棄物の量

可能な限り再生利用業者への委託処理を行う

（これまでに実施した取組）

（今後実施する予定の取組）

認定熱回収業者への
処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

【前年度（令和３年度）実績】

産業廃棄物の種類

全処理委託量

②計画

【目標】

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量



－ －

優良認定処理業者への
処理委託量

－ －

再生利用業者への
処理委託量

－ －

認定熱回収業者への
処理委託量

－ －

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への

処理委託量
－ －

・可能な限り優良認定処理業者から選定する
・委託先処理業者には定期的に実地確認を実施する

※事務処理欄

（今後実施する予定の取組）

（第５面）

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類

全処理委託量

別紙「産業廃棄物の種類と排出量計画」の通り



（第６面）

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

２  当該年度の６月30日までに提出すること。

３
当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入するこ
と。

(1) ①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2) ②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完
成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事
業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3) ④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了　　する
までの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入するこ
と。

４ 　「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら
中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら
中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入するこ
と。

５ 　「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託
量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律
施行令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定
熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた
者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている
処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

６ 　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙の
とおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄
物の種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄
に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がな
いときは、「―」を記入すること。

７ 　※欄は記入しないこと。

備考



電子マニフェスト登録等状況報告書　(2021年度)
都道府県政令市名：滋賀県

0200 汚泥（泥状のもの） 62.892 t 23.000 62.892 60.280 0.000 2.612

0300 廃油 3.463 t 13.000 3.463 0.000 0.000 3.463

0310 一般廃油 8.462 t 19.000 4.502 3.960 0.000 4.502

0600 廃プラスチック類 1835.244 t 687.000 930.940 940.484 734.330 160.430

0800 木くず 18.390 t 16.000 0.000 18.390 0.000 0.000

1310 ガラスくず 138.300 t 13.000 0.000 138.300 0.000 0.000

1320 陶磁器くず 646.670 t 106.000 646.670 506.540 140.130 0.000

1321 コンクリートくず 74.075 t 20.000 11.810 62.265 11.810 0.000

2510 電池類 0.170 t 1.000 0.000 0.170 0.000 0.000

2522 蛍光灯 0.080 t 2.000 0.000 0.080 0.000 0.000

合計 2,787.746 900.000 1660.277 1730.469 886.270 171.007

2787.746 900.000 1660.277 1730.469 886.27 171.007

熱回収
業者

登録件数
優良認定
処理業者

再生利用
認定熱
回収施設
設置者

単
位

産業廃棄物の種類 排出量

7/10



電子マニフェスト登録等状況計画書　(2022年度)
都道府県政令市名：滋賀県

0200 汚泥（泥状のもの） 62.263 t 23.000 62.263 59.677 0.000 2.586

0300 廃油 3.428 t 13.000 3.428 0.000 0.000 3.428

0310 一般廃油 8.377 t 19.000 4.457 3.920 0.000 4.457

0600 廃プラスチック類 1816.892 t 687.000 921.631 931.079 726.987 158.826

0800 木くず 18.206 t 16.000 0.000 18.206 0.000 0.000

1310 ガラスくず 136.917 t 13.000 0.000 136.917 0.000 0.000

1320 陶磁器くず 640.203 t 106.000 640.203 501.475 138.729 0.000

1321 コンクリートくず 73.334 t 20.000 11.692 61.642 11.692 0.000

2510 電池類 0.168 t 1.000 0.000 0.168 0.000 0.000

2522 蛍光灯 0.079 t 2.000 0.000 0.079 0.000 0.000

合計 2,759.869 900.000 1643.674 1713.164 877.407 169.297

2759.869 900.000 1643.67423 1713.16431 877.4073 169.29693

熱回収
業者

登録件数
優良認定
処理業者

再生利用
認定熱
回収施設
設置者

単
位

産業廃棄物の種類 排出量

8/10



廃棄物の処理フロー図

分類 中間処理方法 最終処理方法

焼却 混錬造粒

混錬造粒 焼成後再生

分級 焼却・焼成

混錬 ｾﾒﾝﾄ原料

埋立（管理型）

廃油 焼却・油水分離 海面埋立

一般廃油 油水分離・混合・中和 焼却

切断・破砕・粉砕 再生樹脂原料

破砕 ﾎﾞｲﾗｰ燃料

圧縮固化 破砕・再原料化

破砕・減容固化 路盤材

破砕・混錬 焼却・溶融

木くず 破砕 燃料用チップ

ｶﾞﾗｽくず 粉砕 陶磁器の釉薬

破砕・選別 埋立

選別・破砕・焼却 焼却後再生

破砕 ｾﾒﾝﾄ原料化

混錬造粒

焼成（焙焼）

圧縮固化（RPF）

再生土木資材

選別・破砕・焼却 混錬造粒

破砕 焼成（焙焼）

圧縮固化（RPF）

再生土木資材

乾電池 破砕・選別 焙焼後、管理型埋立

蛍光灯 破砕・選別 焙焼後、管理型埋立

汚泥

廃プラスチック類

陶磁器くず

ｺﾝｸﾘｰﾄくず



　　３．産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

１）責任者及び管理組織図

  統括責任者   滋賀栗東工場　工場長 　

  産業廃棄物処理責任者   安全環境課長 　

  特別管理産業廃棄物管理責任者   環境エネルギー係長 　

２）廃棄物管理組織

図－４管理組織図

工場長（廃棄物処理統括責任者）

産業廃棄物処理責任者 特別管理産業廃棄物管理責任者

ゼロエミション推進責任者

製造部長 技術部長 企画管理部長


